
原釜尾浜防災緑地
を考える
住民会議

開催日時：2013 年 9月 26 日 ( 木 )  18:30～21:00
場所　　：相馬市東部公民館
参加者　：29 名

18:30  ごあいさつ
18:40  この事業について 
18:45  防災緑地について
19:00  防災緑地の事例紹介
19:20  意見交換会

この場にはすでに楽しいコミュニ
ティがある。このコミュニティが
活かされると良い。子供たちのた
めの場、防災に対する教育をして
命を守るようにしたい。会議では
「またここに帰ってきたい、そうい
う緑地にしたい」というみなさん
の思いが印象に残った。

宮城大学　
食産業学部教授
森山　雅幸さん

樹木医
鈴木　俊行さん

緑地は、緑を育てることが大前提
の場所である。計画する際はいつ
の時点の緑、10 年後、100 年後、
1000 年後の緑を創造するのか頭に
描いてもらうと良いと思う。

　稲むらの火は和歌山県有田郡広川町であった実話で
す。安政の時代、1854 年に起きた安政東海地震の津波
のときに、これまでの地震とは比べ物にならない大き
さの大津波が来る事を知った「濱口梧陵（はまぐちご
りょう）が、稲が実った自分の田んぼに火を放ち村人
を高台へと避難させました。おかげで、村の９割の人
の命が救われました。
　梧陵は、被害の規模に嘆く村人が村を出て行く姿を
憂い、自分の私財をなげうって堤防をつくる事業を興

会議では、住民がつくる防災・災害の施設について事例を紹介しました。古くは江戸
時代に遡るものまであり、維持・管理のことも参考になるヒントがありました。　

　この会議は、原釜尾浜の沿岸部に津波や海の災
害から住民を守る防災緑地をつくるために開かれ
ます。防災緑地とは波からまちを守る防潮堤や防
潮林そして道路を含め幾重にも渡って「多重防御」
することを軸に「地域再生の支援」していく場所
です。そのためには、平常時から地域住民などの
多様な主体が緑地を利用し、持続的に維持管理を
していく連携体制を構築していくことが必要です。
この会議では、今後緑地をどう活用するかを検討
し、住民と一緒に緑地をつくっていくことを目的
にしています。
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・私財をなげうってまで住民の命を守った
・自分たちの手で、身を守るための堤防をつくった
・後世にまで続く堤防となった

事業の概要

今日のプログラム

アドバイザーのコメント

事例紹介
稲むらの火　和歌山県有田郡

その他の事例

参加者の感想 次回のお知らせ

しました。村人は堤防づくりで働
き、4年間で高さ５mの広村堤防
をつくりました。
　安政の地震から 92 年後の 1946
年、昭和 21 年に再び地震が起き
たとき堤防があるところは、被災
を免れました。現在も堤防はその
まま残っています。

その他にも、暮らしを守るために住民が自ら協力して施設をつくっている事例を紹介しま
した。自分たちで苗を育てて植樹したり、プロのレクチャーのもと緑の維持・管理をした
りと、暮らしに結びついた管理をしています。　　　　　

・みんなで集まって話し合っていることが「新し
　い港町」をつくるみんなの思いなんだと思った。
・集まった人の気持ちは同じ「ふるさとが大事」
　ということですね。
・地域の人材、資源、環境を活用していけますよ
　うに。住民でつくる意識が好きです。　　

濱口梧陵
( はまぐちごりょう )
紀伊国出身の実業家

第 2回住民会議は
11 月 5日 ( 火 ) 18:30 ～
相馬市東部公民館
テーマ「防災緑地でやってみたいことを整理する」

＜お問い合わせ先＞福島県相双建設事務所
担当：道路･橋梁課 佐藤・中村 電話 0244-26-1218



　住民会議を実施する前に相馬の住民のみなさんに防災緑地について望むことを聞きました。そして住
民会議では、相馬に住んでいて困っていることと、防災緑地でやってみたいことを話し合いました。暮
らしていく上での悩みが多く出る中、防災緑地でやってみたいことの中には暮らしの悩みを解決できそ
うなアイデアがありました。オレンジ色の線で困っていることと、アイデアの関係を結びました。

広場や緑地、集客に関する声どんなことを望むか ハード整備・遊び場に関する声

人や景観のことを考えた声も ビオトープ 楽しみながら災害教育

相馬の人の声・困っている・やってみたいこと

防災緑地に望むこと

防災緑地でやってみたいこと

暮らしていく上で困っていること

・防災教育の施設

・資料館

・自然観察が出来る森

・震災を伝える

・防災・災害を学ぶ

・地域の人が集まり

　コミュニケーションがとれる

・おしゃべり出来る公園

・週末は老若男女が集まる

・国内外の人が集まる

・展望台

・ベンチ

・観覧車

・水族館

・若者が集まる場

・デートスポットになる

・結婚式ができる場所

・観光客が見に来る場所

・防災のための展望台

・防災警告灯（音と光）

・歩道と街灯

・水飲み場

・避難場所、防災の機能

・地域 CATV を利用した情報発信

・思い出がつくれる場所

（キャンプ、海を使った自然体験）

・自分が楽しみさらに

　他の人も楽しめるコト

・「こんなに素敵な緑地がある」

　と言える

・関わりたくなる、

   相馬に帰りたくなる場所にする

・相馬にしかない

　人材、資源、環境を活用する

・自然エネルギーの利用

・太陽光発電
・緑地には「原釜尾浜」という

　文字を入れる

・「相馬原釜尾浜回遊公園」

・商業施設

・海水浴ができる

・プール

・海を眺められるカフェ

・自然景観、美観を保つ

・花を植える

・海をイメージした公園

・花や木以外にも美しいモノ

　が増える

・管理は地元の人に予算をつける

・学校のボランティアで清掃活動

・稲むらの火のように、

　みんなで管理する

・管理と一緒に楽しいイベント

・木に名札をつける

・キャンプ

・芋煮会

・火を焚いて朝を迎える

・盆踊り

・花見

・神楽

・太鼓

・職人の技を伝える人を育てる

・１週間いろんなところで活動

・野外コンサート

・マラソン大会

・何かの全国大会

・芸術

・ここでしかない○○

・世界一の○○

・マップをつくってツアー

・公園に抱かれたスーパー

・日曜市・マルシェ

・市民農園

・養殖

・津波被害の記録碑

・公園墓地

・wifi フリースポット

・大きな駐車場

・広い芝生

・ツリーハウス

・釣り堀

・虫取り館

・屋台村

・遊具

・アスレチック

・ターザンごっこ

・広い場所で子供と

　安全に自由に遊ぶ

・昔の遊び方を伝える

・お年寄りと子供が話し合える

・遠足

・芝生を整備する

・野球場

・散歩やジョギングができる

　遊歩道

・サイクリングロード

・乗馬

・スケボー／ BMXパーク

・テニスコート

・野外ステージ

・裸足で歩ける場所

・広い芝生

・ドッグラン

・市民の集える場所

・駅伝大会

・のんびり日光浴

・大人も子供も自由に遊ぶ

・憩い

・スポーツで交流する

スポーツ・健康

地域の人が集まる場

公園の名前

防災・災害から学ぶ 安全を確保する 震災を忘れないために 暮らしをささえる

あったら便利

名物になる公園 美しい公園 自然エネルギー

外の人が集まる場 相馬を活かす 相馬の誇りを取り戻す

子供とあそぶ イベント 管理

・観光客が来ない
・街に人がいなくなった

・仕事をしようとしない
・やろうと思えば
    仕事はある

・地元に残る人がいない
・仕事を続ける人がいない

・未来が見えない
・投資もできない

・気持ちよく入れない
・自分の庭だった海が
　遠い存在になった
・子供を海で遊ばせたい
・水平線が遠くなった
・常に放射能を意識する

・海の幸が気持ちよく
    食べられない
・海水浴場を再開したい
・マリンレジャーが無理

・庭でBBQできない
・家が建てられない

・娯楽施設が少ない
・安心安全で子供が遊べ
   る広い緑地が欲しい
・子どもが遊具がない
   （滑り台やブランコ）
・孫と一緒に遊びたい！

・昔の遊びを子どもに
    提供できない
・海で遊ばせられない
・虫とりが出来ない

・公園は先輩後輩の関係
    を築く場だった
・公園は時間帯によって
    多様に使われていた
・多世代が集まり社交の
   場になっていた

・福島に誇りを持てない
    人が多い

・ 頑張っている人を応援する
   雰囲気がもっとあればいい
・一緒に考える仲間が必要
・ボランティア事務局に
    主体性がない
・要請があれば動く人はいる
・諦めてしまう人が多い

・街中にタバコの吸い殻や
    ゴミがよく落ちている
・ゴミ集積場が汚い
・犬のフンが多い
・バイクの爆音がひどい
   （週2，3回）

・他の人への説明が大変
・地域文化の衰退

・行政のわからなさ
・行政が何を言って
   いるのかわからない・祭の資材を置く場

    がない
・工事が始まると祭・
   舞踊の場所がなく
   なる

・山が崩されて
   自然がなくなった
・犬を放して遊ばせ
   る場所がない

・生活には車が必須
・飲みに行くのに
   代行を呼ぶ必要がある
・駅まで距離がある

・店が近くにない
・お年寄りが買い物に
   行けない

・道路
・街灯

・海抜が低い
・海水が道路に上る

・通学路が不便
・歩道がなく危ない
・バスの便が少ない

・夜が暗い
・早く駐在所ほしい

・子供が一人でいる時間
   が増えて心配である
・子育てには向かない
・防災スピーカーが
    聞き取れない

・通学路に街灯がない
・観光客が少ない
・人が少ない
・子どもの声が
    聞こえない
・海側を見ると寂しい

・昔はみんな知り合いだった
・近所との関わり方が難しい
・居場所がない
・一時的な近所付き合い
・人付き合いも手探り

・出会いがない
・若者の活動場所がない

・人が減っていく
・友達が減った
・行動の勢いが減る

・若者が滞在する施設  
   が少ない
・観光客が少ない人がいない・客が来ない 手探り

仕事はあるのでは？

仕事がない

負のイメージ

放射能

海の問題

海の食・職
家の問題

遊び場がない

子どもへ伝えられない

知名度が低い

行政が頼りない

住民と話を！

自然がなくなった

広い場所がない

祭り・道具車がないと困る

買い物が不便

危険！

バス・通学路が
不便

安心・安全

危険！子どもが心配

人がいない さみしい

マナーが悪い
住民の気持ち

ひとりでなくみんなで！

若者と外の人との
交流の場がない

若者の場がない 仲間が減った

近所付き合い

交流の場がない

魅力がない

福島への誇りを持てない

地盤沈下

住民の結束がない

社交の場がない

放射能の影響

不便である安心で安全なくらしが出来ない
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